
６ 月 議 会 の 内 容 を わ かりや すくお 知 ら せしま す

榛原西小学校  ２年生のみなさん　みんなで朝顔を育てています！

～あさってあさがおプロジェクト～



1
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

〈
議
案
第
30
号
〉令
和
５
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
運

営
支
援
・
価
格
急
騰
緊
急
支
援
給
付
金
等
の
精
算
に
よ
る
国

庫
補
助
金
の
返
還
・
榛
原
地
域
就
学
前
施
設
整
備
・
産
前
葉
酸

サ
ポ
ー
ト
事
業
・
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
補
助
金
・
企
業
誘

致
推
進
事
業
・
エ
ス
ト
ニ
ア
と
の
交
流
に
よ
る
人
材
育
成
事

業
・
宇
賀
志
防
災
拠
点
施
設
整
備
事
業
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
２
８
１
１
万
７
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
宇
陀
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
院
内

保
育
園
を
設
置
す
る
た
め
に
１
１
８
８
万
円
を
増
額
し
、
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
榛
原
下
井
足
地
内
で
発
生
し

た
水
道
管
の
漏
水
に
伴
う
復
旧
工
事
に
２
５
０
０
万
円
を
増

額
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
補
正
予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

●　
６
月
定
例
会　
●

宇
陀
市
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た

６
月
定
例
会　

６
月
２
日
～
６
月
22
日

今
回
の
議
案
は

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
宇
陀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

今号ではこの中から４つを

市長提出議案…… １４件
　専決処分の部…… ２件
　条例の部………… １件
　予算の部………… ３件
　その他の部……… １件
　人事の部………… ３件
　行政報告の部…… ４件

主
な
事
業

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
運
用
支
援
事
業

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
適
正
な
運
用
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
的
に
、
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
検
討
・
協
議
な
ど
を
行

う
た
め
に
外
部
の
専
門
機
関（
監
査
法
人
等
）か
ら
意
見
を
聴
取

し
、指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に
関
す
る
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

な
お
、委
託
す
る
業
務
内
容
は
、「
①
施
設
の
指
定
管
理
候
補
者

の
選
定
方
法（
公
募
・
非
公
募
）に
関
す
る
こ
と
。②
指
定
管
理

者
を
選
定
し
よ
う
と
す
る
際
の
募
集
基
準
に
関
す
る
こ
と
。③

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
に
お
け
る
実
地
調
査
（
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
）に
関
す
る
こ
と
。」と
し
て
い
ま
す
。

	

（
事
業
費　

５
０
０
万
円
）

榛
原
地
域
就
学
前
施
設
整
備
事
業

就
学
前
教
育
・
保
育
の
充
実
を
目
指
し
、
市
立
幼
稚
園
と
市
立

保
育
園
を
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」に
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、
施
設
の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
榛
原
北
保
育
園
・
榛
原
幼
稚
園
・
榛
原
東
幼
稚
園
の
統

合
園
舎
整
備
に
向
け
て
、
保
護
者
・
園
児
・
関
係
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
施
設
、
園
児
の
健
や
か
な
育
ち
と
成
長
を
促
せ
る
施

設
、
宇
陀
市
の
特
色
を
活
か
し
た
施
設
の
整
備
に
向
け
た
、
基

本
計
画
策
定
業
務
委
託
料
な
ど
の
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。	

（
事
業
費　

５
５
３
万
７
千
円
）

012023.8.1



産
前
葉
酸
サ
ポ
ー
ト
事
業

妊
婦
お
よ
び
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
、
胎
児
の
神
経

管
閉
鎖
障
害
の
予
防
や
妊
娠
期
に
お
け
る
貧
血
の
予
防
に
効

果
の
あ
る
「
葉
酸
摂
取
の
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」と
希
望
者
に

「
葉
酸
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」を
５
か
月
分
配
布
し
、妊
婦
の
健
康
保

持
や
増
進
、
胎
児
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
で
、
切
れ
目
の
な

い
妊
娠
・
出
産
等
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

な
お
対
象
者
は
、
令
和
５
年
６
月
１
日
以
降
に
妊
娠
届
を
提
出

し
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
妊
婦
と
妊
娠
を
希
望
す

る
女
性
で
す
。	

（
事
業
費　

18
万
４
千
円
）

最
先
端
デ
ジ
タ
ル
教
育
体
験
事
業

４
月
29
日
に
、
奈
良
県
内
初
の
取
り
組
み
と
し
て
最
先
端
デ
ジ

タ
ル
教
育
体
験
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
第
１
回
に
続

き
、
地
方
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）を
推
進
す
る
民
間
企
業
や
民
間
デ
ジ
タ
ル
教
育
施
設

と
連
携
し
、
小
学
生
以
上
の
方
を
対
象
に
最
先
端
デ
ジ
タ
ル
教

育
に
直
接
触
れ
る
体
験
の
第
２
回
目
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も
達
に
デ
ジ
タ
ル
教
育
へ
の

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
将
来
的
に
市
内
の
民
間
商
業
施

設
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
デ
ジ
タ
ル
教
育
施
設
の
誘

致
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
開
催
は
、
７
月
下
旬
を
予
定
し
、
会
場
は
美
榛
苑
に
お
い

て
、
市
販
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
・
ド

ロ
ー
ン
操
縦
体
験
・
Ｖ
Ｒ
体
験
・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
・
Ｙ
о
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
体
験
・
Ａ
Ｉ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。

	

（
事
業
費　

５
４
０
万
円
）

企
業
誘
致
推
進
事
業

企
業
誘
致
推
進
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
目
的
に

よ
り
、
市
内
の
公
有
地
や
民
有
地
を
活
用
し
、
事
業
進
出
や
事

業
拡
大
を
図
る
事
業
者
や
検
討
す
る
段
階
で
の
実
証
実
験
に

対
し
、
事
業
経
費
へ
の
支
援
金
交
付
を
行
い
ま
す
。そ
れ
に
よ

り
市
内
へ
の
事
業
者
進
出
や
市
内
事
業
者
の
事
業
拡
大
の
促

進
に
よ
る
新
た
な
産
業
の
創
出
や
公
有
地
の
利
活
用
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、
市
内
の
活
性
化
・
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま

す
。

〇
企
業
進
出
支
援
金　

４
０
０
万
円
×
１
件

　
〈
市
内
事
業
者
は
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
〉

　
〈
市
外
事
業
者
は
補
助
対
象
経
費
の
２
／
３
〉

〇
実
証
実
験
等
支
援
金　

50
万
円
×
２
件

　
〈
市
内
事
業
者
は
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
〉

　
〈
市
外
事
業
者
は
補
助
対
象
経
費
の
２
／
３
〉

（
事
業
費　

５
０
０
万
円
）

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

地
域
資
源
を
活
か
し
た
先
進
的
で
持
続
可
能
な
事
業
化
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
等
が
行
う
地
域
経
済

に
寄
与
す
る
事
業
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

こ
れ
は
、創
業
元
禄
15
年（
１
７
０
２
年
）の
日
本
酒
を
製
造
し

て
き
た
大
宇
陀
に
あ
る
酒
蔵
を
、
総
務
省
が
所
管
す
る
地
域
経

済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
（
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）を
活
用
し
、
国
と
市
が
初
期
投
資
費
用
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
本
酒
文
化
で
あ
る
「
和
」を
体
験
で
き
る
酒
蔵

見
学
施
設
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
観
光
客
の
誘
致
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。	

（
事
業
費　

２
５
０
０
万
円
）

庄
屋
出
橋
添
架
管
更
新
工
事

令
和
５
年
３
月
３
日
に
発
生
し
た
市
道
下
井
足
22
号
線
の
庄

屋
出
橋
に
架
設
し
て
い
る
水
道
添
架
管
が
老
朽
化
に
よ
り
損

傷
し
漏
水
し
た
も
の
で
、
早
急
の
復
旧
と
添
架
管
の
長
寿
命
化

を
図
る
も
の
で
す
。	

（
事
業
費　

２
５
０
０
万
円
）

院
内
保
育
園
運
営
業
務
委
託
事
業

宇
陀
市
立
病
院
に
勤
務
す
る
職
員
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
の
就
業
の
促
進
・
離
職
の

防
止
を
図
る
た
め
院
内
保
育
園
を
再
設
置
し
ま
す
。

こ
の
運
営
に
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
事
業
者

を
選
定
し
、
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
、
保
育
士
の
採
用
・
教
育
に
つ
い
て
も
安
定
し
た
保
育

園
運
営
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〇
委
託
期
間　

令
和
５
年
10
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
末

〇
予
定　
　
　

令
和
５
年
７
月　
　
　

		

事
業
者
選
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
～
９
月　

開
園
準
備　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月　
　
　
　

開
園

（
事
業
費　

１
１
８
８
万
円
）

室内の様子

02 2023.8.1



「
み
ん
な
の
ギ
カ
イ
」３
月
議
会
号
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、最

先
端
の
Ｉ
Ｔ
国
家
で
あ
り
、
起
業
活
動
が
盛
ん
な
エ
ス
ト
ニ

ア
と
交
流
す
る
機
会
（
現
地
訪
問
研
修
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

研
修
）を
市
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
提
供
し
、
子
ど
も
た

ち
の
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
、
起
業
家
精
神
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
・
創
造
性
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

な
ど
）の
人
材
育
成
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、
今

年
４
月
に
市
長
・
教
育
長
ら
が
エ
ス
ト
ニ
ア
の
サ
ー
レ
マ
ー

市
を
表
敬
訪
問
し
た
際
に
、
教
育
・
文
化
交
流
を
よ
り
積
極
的

に
推
進
し
、
連
携
を
行
う
た
め
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
連
携
協
定
）を
エ

ス
ト
ニ
ア
の
サ
ー
レ
マ
ー
市
に
お
い
て
締
結
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
在
住
の
中
高
生
を
対
象
に
募
集
し
選
考
さ
れ
た

10
名
が
、
７
泊
10
日
の
日
程
で
現
地
で
の
体
験
留
学
（
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
）を
行
い
ま
す
。	（
事
業
費　

３
０
１
５
万
６
千
円
）

		

事
業
費
の
内
訳
を
伺
い
ま
す
。

		

Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
連
携
協
定
）
締
結
に
か
か
る
委
託
料
な
ど
の
費

用
と
し
て
、１
４
６
９
万
２
千
円
。

ま
た
、
次
年
度
を
含
む
今
後
の
取
り
組
み
に
必
要
と
な
る

経
費
な
ど
の
委
託
料
と
し
て
、
１
３
６
０
万
１
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

2
エ
ス
ト
ニ
ア
・
サ
ー
レ
マ
ー
市
と
Ｍ
Ｏ
Ｕ（
連
携
協
定
）を
結
び
ま
す

〈
議
案
第
30
号
〉令
和
５
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て		

エ
ス
ト
ニ
ア
と
の
交
流
事
業
を
通
し
て
、
学
校
教
育
に
ど

の
よ
う
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
か
。

		

子
ど
も
達
の
エ
ス
ト
ニ
ア
へ
の
体
験
留
学
（
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
）に
よ
り
、
帰
国
後
に
学
校
や
ク
ラ
ス
で
の
体
験
報

告
会
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（
起
業
家
精
神
）教
育
に
基
づ

く
、自
ら
課
題
を
発
見
し
、自
分
ご
と
と
捉
え
て
解
決
す
る

能
力
や
、
常
識
に
捉
わ
れ
ず
に
新
し
い
も
の
を
生
み
出
そ

う
と
す
る
姿
勢
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

		

こ
の
事
業
を
継
続
的
に
進
め
る
に
あ
た
り
、
事
業
費
の
財

源
確
保
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

		

今
回
の
こ
の
事
業
に
お
け
る
補
正
予
算
で
は
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
充
当
し
ま
す
が
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
、
こ
の
事
業
に
有
利
な
も
の
を
今
後
も

十
分
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

サーレマー市役所　表敬訪問の様子

VIVITA
※	アフタースクールVIVITAとは、
小中学生であれば、誰でも利
用できる施設です。３Ｄプリン
ター、キッチン等が置かれてお
り、自ら好きな活動にチャレン
ジできる環境になっています。

サーレマー高校　航空写真

032023.8.1



3

4

宇
陀
市
税
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
す

工
事
請
負
契
約
が

変
更
さ
れ
ま
す

〈
議
案
第
29
号
〉宇
陀
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〈
議
案
第
33
号
〉工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

１
．
住
民
税
関
連

①
令
和
５
年
度
で
住
民
税
復
興
特
例
の
終
了

※
県
民
税
５
０
０
円
、市
民
税
５
０
０
円
。

②
令
和
６
年
度
よ
り
森
林
環
境
税
の
徴
収

※
国
税
と
し
て
森
林
環
境
税
１
千
円
。

③
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
簡
素
化

※	

前
年
度
の
申
告
内
容
と
異
動
が
な
い
旨
の
記
載
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
．
軽
自
動
車
税
関
連

①
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
へ
の
賦
課(

軽
自
動
車
税
２
千
円
）

※
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
新
た
な
車
両
区
分
が
創
設
。

②
燃
費
性
能
、排
ガ
ス
性
能
に
係
る
不
正
行
為
再
発
防
止
策

※	

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
不
正
に
よ
り
減
税
対
象
車
両
の
認
定

を
受
け
た
軽
自
動
車
税
の
不
足
額
を
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

か
ら
徴
収
し
ま
す
。

３
．
固
定
資
産
税
関
連

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
（
サ
高
住
）新
築
の
税

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

 

対　
　

象　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た
も
の

 

軽
減
期
間　

５
年
度
分

 

軽
減
割
合　

２
／
３（
わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
）

※
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
と
は

　

	

高
齢
者
単
身
・
夫
婦
世
帯
が
居
住
で
き
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
構

造
で
あ
り
、
安
否
確
認
や
生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
賃
貸
住
宅
。

１
．
宇
賀
志
防
災
拠
点
施
設
整
備
工
事

２
．
工
事
内
容

工
事
場
所　

旧
宇
賀
志
小
学
校
敷
地
内

工　
　

期　

令
和
４
年
12
月
25
日
か
ら
令
和
５
年
８
月
25
日

契
約
金
額　

２
億
３
０
８
１
万
３
千
円

施
工
業
者　

松
塚
・
中
作
特
定
建
設
工
事
共
同
事
業
体

３
．
変
更
理
由

令
和
５
年
２
月
に
国
土
交
通
省
か
ら
「
技
能
労
働
者
の
適
正
な

賃
金
水
準
の
確
保
に
つ
い
て
」の
通
知
を
受
け
、
宇
陀
市
建
設

工
事
請
負
契
約
約
款
第
26
条
第
６
項
（
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条

項
）の
規
定
に
基
づ
き
、
請
負
者
か
ら
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条

項
の
適
用
に
関
す
る
請
求
が
あ
っ
た
た
め
、
変
更
額
を
協
議

し
、請
負
金
額
の
変
更
を
し
ま
し
た
。

※	

宇
陀
市
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
26
条
第
６
項

　

	

予
期
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
工
期

内
に
日
本
国
内
に
お
い
て
急
激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
又

は
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
じ
、
請
負
金
額
が
著
し
く
不
適

当
と
な
っ
た
と
き
は
、
発
注
者
又
は
受
注
者
は
、
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
請
負
代
金
額
の
変
更
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

４
．
変
更
内
容

増　
　

加　
　

額　

１
９
９
万
９
８
０
０
円

変
更
後
請
負
金
額　

２
億
３
０
８
１
万
３
千
円
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新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

方
法
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い

ま
し
た

Topics

現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
建
設
後
48
年
を
経
過
し
て
老

朽
化
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。将
来
に
わ
た
っ
て
、
い
ま
以
上
に

宇
陀
市
の
子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を

提
供
す
る
た
め
、
令
和
６
年
９
月
の
稼
働
開
始
を
目
指
し
て
、

現
在
、
旧
野
依
小
学
校
跡
地
に
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
本
体
棟
は
、
鉄
骨
造
２
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
が
約
１
８
６
０
㎡
で
、
宇
陀
市
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
更
新
懇
話
会
で
策
定
さ
れ
た
「
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
」に
基

づ
き
、次
の
よ
う
な
施
設
・
設
備
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

 

検
収
室
・
下
処
理
室
・
調
理
室

明
確
な
衛
生
区
分
を
確
保
し
、
汚
れ
な
ど
を
次
工
程
に
持
ち

込
ま
な
い
一
方
通
行
の
動
線
を
確
保
し
ま
す
。

 

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
専
用
調
理
室

	

個
々
の
ケ
ー
ス
に
対
応
し
、安
全
な
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

 

メ
ニ
ュ
ー
開
発
室

地
場
産
物
を
活
用
し
た
献
立
づ
く
り
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

喜
ぶ
お
い
し
い
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
ま
す
。

 

見
学
エ
リ
ア

	

調
理
の
様
子
を
見
学
で
き
る
見
学
エ
リ
ア
や
回
転
窯
の
体

験
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

 

騒
音
・
振
動
・
臭
気
対
策
設
備

 

防
火
水
槽
・
防
災
備
蓄
倉
庫
・
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

そ
の
ほ
か
、
旧
野
依
小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
調
理
実
習
室

や
会
議
室
に
改
修
し
、
地
域
の
食
育
の
推
進
拠
点
と
し
て
活
用

す
る
予
定
で
す
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、「
宇
陀
市

立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」で
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、３
つ
の
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
献
立
立
案
、食
材
購
入
は
、現
行
ど
お
り
直
営
で
行
う
。

　

	（
宇
陀
市
の
特
色
あ
る
献
立
の
立
案
、地
産
地
消
を
推
進
し
、

安
心
安
全
な
食
材
の
調
達
を
行
う
た
め
）

②	

調
理
、
食
器
洗
浄
、
清
掃
及
び
消
毒
（
以
下
「
調
理
業
務
等
」

と
い
う
）は
、現
行
の
直
営
か
ら
業
務
委
託
に
移
行
す
る
。

　

	（
経
費
の
縮
減
を
図
り
、
安
定
的
・
継
続
的
に
人
員
を
確
保

す
る
た
め
）

③	

主
食
調
理（
米
飯
・
パ
ン
）、学
校
・
園
へ
の
配
送
は
、現
行

の
と
お
り
業
務
委
託
で
行
う
。

　

		（
県
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
市
内
業
者
の
受
注
機
会
を
確
保

す
る
た
め
）

		「
宇
陀
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」の
委
員
構

成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。ま
た
、
傍
聴
は
で

き
ま
す
か
。

		

委
員
は
、市
議
会
議
員
、中
和
保
健
所
長
、学
校
長
・
園
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、薬
剤
師
な
ど
18
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

傍
聴
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今

後
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

		

調
理
業
務
等
が
委
託
に
な
っ
た
場
合
、
業
務
内
容
の

チ
ェ
ッ
ク
は
、
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

		

検
食
等
に
よ
り
毎
日
行
い
ま
す
。給
食
の
質
と
安
全
性
が

確
保
で
き
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
方
法
を
研
究
し
ま
す
。

		

現
在
の
調
理
職
員
は
22
人
で
す
が
、
新
セ
ン
タ
ー
で
は
、
調

理
に
要
す
る
人
数
を
25
人
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

		

新
セ
ン
タ
ー
で
は
、
汚
染
区
域
と
非
汚
染
区
域
で
作
業
を

す
る
職
員
を
別
々
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
25
人

必
要
に
な
る
と
想
定
さ
れ
た
た
め
で
す
。

		

調
理
業
務
等
を
業
務
委
託
と
す
る
場
合
、
現
在
の
給
食
セ

ン
タ
ー
の
職
員
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

		

一
般
職
員
は
、
一
部
は
給
食
セ
ン
タ
ー
で
引
き
続
き
勤
務

し
、一
部
は
他
の
部
署
に
異
動
と
な
る
予
定
で
す
。会
計
年

度
任
用
職
員
は
、市
の
他
の
部
署
で
の
雇
用
か
、委
託
先
で

雇
用
さ
れ
る
よ
う
に
業
務
委
託
の
仕
様
に
盛
り
込
む
予
定

で
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
人
の
希
望
を
尊
重
し
て
、
処

遇
を
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で

は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

		

調
理
業
務
が
委
託
に
な
っ
た
場
合
、
食
の
安
全
性
の
確
保

は
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
。

		

安
全
性
が
確
保
で
き
る
よ
う
な
条
件
を
仕
様
に
盛
り
込
む

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

新給食センター
完成イメージ図
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地域防災計画に基づく
取り組みについて

					移動診療車は動く診療所として、災
害時にどのような役割を果たしてい
くのかお聞きします。

		災害時の初期医療体制については、宇陀地区医師
会・保健所などと協議の上、救護所の設置、医療派
遣班の編成などを決定します。
移動診療車は救急対応車両ではないため、宇陀地区医
師会と協議し、協力を受けて、有効な救護拠点へ定期
巡回または配備し、診療を行う事になると考えます。

					宇陀市において女性の視点での防災はどのように
検討され、まちづくりに生かそうとしておれるのか
お聞きします。

		過去の災害における女性が直面する問題としては、プ
ライバシーの欠如などがあり、災害時の避難所運営に
おけるプライバシーの確保は重要であると認識して
おります。また避難所になる施設に到着した市民の
方々に、円滑な誘導や施設の有効的な活用のため、新
たに施設利用計画を作成し、災害に備えています。
今後も女性をはじめとする多様な視点を多く取り
入れ、誰もが最低限健康を維持できるよう、避難所

環境づくりに取り組んでまいりたいと考えます。

					東日本大震災では多くの帰宅困難や移動困難者が
発生し、その際に活躍したのが自転車でした。宇陀
市では観光用のレンタサイクルを配備しています
が、災害等で帰宅困難者が発生した場合、緊急の対
応としてこのレンタサイクルを貸し出すことにつ
いてのお考えをお聞きします。

		宇陀市にはレンタサイクルが市内の６か所に２６
台保有しています。このレンタサイクルも帰宅手段
としては有効な手段であると考えます。災害時利用
の体制整備が必要ですが、有効手段として利用でき
るように検討したいと思います。

					市長がお考えになる防災に強いまちづくりを推進し
ていくために、防災全体に係るお考えをお聞きします。

		地域防災計画の立案につきましては、たくさんの分
野の方々の英知が詰まったものであると思います
が、日々点検をして、使える防災計画を意識して取
り組み、防災・災害対応のより一層の強化を図って
参りたいと考えます。	

 その他の質問
三つ子の魂百までプロジェクト

宮田 美紀
議員

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　

傍
聴
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

Topics
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
本
会
議
及
び
、

各
委
員
会
の
傍
聴
は
半
数
と
し
て
許
可
し
て
い
ま
す
。

（
本
会
議
48
席
→
一
般
席
20
席
と
報
道
席
４
席
、委
員
会
16
席
→
８
席
）

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
会
議
は「
う
だ
チ
ャ
ン
11
」の
テ
レ
ビ
放
送
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

開
会
中
は
、
市
役
所
１
階
「
ふ
る
さ
と
テ
ラ
ス
」に
お
い
て
も
「
う
だ
チ
ャ
ン
11
」が
放
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
議
会
日
程
な
ど
、
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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令和５年度の予算執行について

	集会所等コミュニティ施設整備事業	
５，３７４千円、宇陀市において指定
管理等を行っている施設のなかで、
収支バランスが悪化している施設も
あると考えられます。補助対象額の

１／２に達しない場合、雨漏りやエアコンの修理等
が喫緊にしなければならない場合もあります。赤字
団体ならばどのように対処しますか。

		各自治会において、集会所等の改修を行う際は、事
業計画を立て改修等に必要な資金を確保していた
だき、市の支援制度を活用して頂いているものと考
えております。

		市は国道１６５号線の整備・機能強化の早期実現、
重要物流道路の指定を目指しています。バイパス、
高架構造、現道拡幅と色々な構造がありますが、宇
陀市としてのコンセプトはどのようなものですか。

		国道１６５号が中和津道路として、広域道路ネット
ワークに位置付けられており、早期に整備の方向性
を奈良県と協力し進めていきます。

		山下真知事が予算執行を一時停止、予算の見直しを
されています。１７款県支出金に影響が出ると考え
られます。奈良県の動向とスケジュールについて。

		宇陀市としてそれぞれの事業の必要性、効果をしっ
かりと説明し、協議を行い事業に滞りないようにし
ます。

		エストニアとの交流による人材育成事業（新）
１６，２００千円について、今回応募が１５名あり、
選考により１０名に絞られるとのことですが、もし
中学３年生が選考漏れし、来年４月から宇陀高校以
外の高校に入学されることも想定されます。対象を
宇陀市内在住で市内中学校、宇陀高校情報科学科に
通う中高生となっていますが、今後対象を広げるこ
とになりますか。

		議会２日目の一般会計補正予算の質疑でお答えし
たとおり、募集にあたり、多くの方に興味を持って
いただき、様々なお声を伺っておりますので、次年
度以降の応募条件等につきましては、いただいたお
声や今年度のサマースクールの実施状況を踏まえ、
検討したいと思っております。

自衛隊への住民基本台帳登載名
簿の情報提供について

		宇陀市における自衛隊への情報提供
の実施内容と目的は何ですか。

	住民基本台帳の一部の写しを提出し
ています。１７歳及び２１歳になる方々の住所、氏
名、生年月日、性別の４情報です。目的は、自衛官及
び自衛官候補生の募集案内を送付するためです。

		４年前の質問では、自衛隊の担当者が名簿を閲覧し、
手書きで書き写しているとのことでしたが、今回は
名簿を提出と何故そのような変更を行いましたか。

		令和３年２月５日付けで、防衛大臣が自衛官募集の
事務に関し、必要な資料として住民基本台帳の一部
を用いることについて住民基本台帳法上も問題が
ないことの通知があったため、紙媒体での提出に切
り替えました。

		住民基本台帳法の「基本的人権の尊重」規定から見
て、今回の措置は逆行です。市の個人情報保護条例
上も問題があります。個人情報保護審査会での手続
きはできていますか。何故そこまで自衛隊に便宜を
図る必要があるのでしょうか。

		同条例上は、国への情報提供の場合は同審査会に図
る必要はありません。情報提供は、法令及び国の通
知に基づいて行っており、自衛隊に対して便宜を図
ることはありません。

		本来は、同意した市民のみの情報を提供すべきであ
り、最低でも情報提供を拒否できることを周知し、
必要な対応を整備するべきです。

		市の対応として、現時点では、法令、国の通知に基
づき、適正に情報提供できているものと考えていま
す。

		市民の大切な個人情報を預かり、それを保護すると
いう行政としての責務をどのように果たしていこ
うとしているのですか。

		自衛官の募集事務は、自衛隊法により市の法定受託
事務と定められています。自衛隊の国防、国際協力、
災害救助などの役割は国レベルの議論や実践を踏
まえて国民に一定の理解がなされていると考えて
います。

 その他の質問
宇陀松山城の整備について

八木 勝光
議員

西岡 宏泰
議員

072023.8.1



アフターコロナにおける
宇陀市の観光振興について

		医療あるいはスポーツツーリズ
ムの展開など、宇陀市の資源をフ
ルに活用する周遊・宿泊滞在型の
観光について。

		スポーツ合宿費補助金やスポーツ大会誘致等の運
営補助金制度を利用いただき、少林寺拳法大会の誘
致など、できる限り市内で宿泊いただけるよう、宿
泊関係者の方々と調整している状況です。
スポーツ以外にも、薬草やオーガニックといった健
康志向のお客様向けとして、薬草摘みや自然薯堀り
といった体験型ツアーを民間事業者が自ら企画し、
周遊・宿泊滞在型の観光に取り組んでいただいて
おり、関東地方を初めとする全国各地からもお越し
いただいている状況です。

		市内で宿泊された結果どのような効果があったか。

		スポーツ大会や合宿で市内に宿泊された人数は令
和４年度で３９６人でありました。
宿泊料金と弁当代等を考慮すると１人あたり１万
３０００円となり、直接経済効果は５１４万８０００
円となります。

		大阪万博の後、２０３１年には４７年ぶりに奈良県
で国民スポーツ大会が開催されます。これらを考慮
したうえでの、今後の観光振興や宿泊施設の展望に
ついて。

		大阪・関西万博や国民スポーツ大会は選手のみな
らず全国から多くの関係者が奈良県を訪れます。宇
陀市にとって、世界や全国にアピールする絶好の
チャンスであります。
しかしながら、全国で最も宿泊客数が少ない奈良県
においても、特に東部は宿泊施設が少なく、宇陀市
も同様であります。
また、先ほどから話のあったスポーツ大会や合宿に
つきましても、宿泊施設が必要であり、周遊型観光
や体験型観光に対応する必要があります。
｢賑わいの復活として、新しい観光の展開など、宇
陀市の資源をフルに活用する周遊・宿泊滞在型の
観光に取り組む｣ためには、既存の宿泊施設の在り
方と、新たな宿泊施設の誘致が必要と考えておりま
す。

井戸家 理夫
議員

榛原駅前交流施設の
開設について

	駅前交流施設の建物が完成しつつあ
ります。ここに至るまでに色々な経
緯がありましたが、榛原駅前に念願
の活性化施設が開設します。市民の

方々からもいろんなことを聞かれます。改めて榛原
駅前交流施設について質問させていただきます。ま
ずは施設の開設の日程と施設の目的と効果につい
て。

		榛原駅前交流施設につきましてご質問をいただき
ました。当該施設に関しましては、廣澤議員ご認識
いただいているとおり、政治倫理審査会からの答申
を遺憾として当該施設に係る一連の事象について、
令和５年３月２８日に市民に向け事実と異なる内
容のチラシを新聞折込されたところでございます。
そのチラシの内容は事実と異なり、私、市長や職員
の名誉を損なう内容であるというふうに判断をい
たしましたので、今後、廣澤議員からの質問質疑に
おいて私が答弁してもあやまった形で情報発信さ
れる恐れがあります。榛原駅前活性のため大変期待
の施設でございます。まだまだ事業中ということも
ございます。日程につきまして、誤って発信されま
すと市民の皆様に混乱を招く恐れがあると存じま

すので、私からお答えは差し控えさせていただきた
いと思います。

	収支はどのように考えられているのか。

		直営ですのでなかなか収支というのは、馴染まない
表現かなと思っております。

		この施設、本来なら指定管理制度でしたが、直営と
いう部分で、私は最初から採算をと言っているので
はありませんが、この施設の継続のためにはしっか
りとやはり考えていかなければならないと思いま
す。このことについての考えはどうでしょうか。

		先ほど申し上げた通りでございます。

		この施設の将来像と今後の駅前の活性化への効果
についてどのように考えられているのか。

		駅前のことですから、魅力で活力を上げる施設にし
たいというところでございます。

廣澤 孝英
議員

08 2023.8.1



各事業の進捗状況について

		ミスド跡地活用について

	８月オープンをめざしています。この
交流施設は、榛原駅を利用される方々
の利便を図るとともに観光及び地域

情報の発信する重要な役割を担っています。今後に
ついては、直営の上で何をすべきかを含めて委託か
指定管理のどれがいいのか今年度、調査をします。

		やましん跡地活用について

		地域経済の活性化及び高度な通信技術の活用によ
る新たな起業就労機会の拡大を図り、市内への移住
促進に資することを目的に名称：「奈良サテライト
オフィスうだ」として現在、秋のオープンをめざし
改修工事を進めています。

		旧榛原町庁舎跡地活用について　

		現在、公園の構想段階から菟田川自治会でまとめて
頂いた内容を確認し会長と協議をさせて頂き設計
に取り組んでいるところです。早い時期に入札執行
し、今年度に完成をめざしています。

		旧東部農林事務所跡地活用について

		榛原地域就学前施設榛原こども園として６月補正
で基本計画策定業務として予算計上されています。
この基本計画において建設地について明らかにし
ていきたいと考えています。　　

現在市がかかえている裁判関係の状況について

		裁判関係の状況について

		令和２年度の器物損壊事件及び旧榛原町庁舎放火
事件の賠償訴訟と４年度多世代交流プラザ前指定
管理者に対する損害賠償訴訟の２件です。また、市
が被告となる裁判については、現在、係争中で５件
あります。

 意見
詳細を尋ねましたが、係争中で答弁を控えさせて頂
くとのことです。　
私の提言としては、多くの市民の皆様は裁判を望ん
でいないと考えています。裁判となると弁護士費用
等が必要になりますが、元はと言えば税金ですか
ら、できれば調停・和解をめざして頂きたい。結果
的に裁判に至ったが、本来、しっかりと話し合いを
することが重要なことであると考えています。

多田 與四朗
議員

今後の学校教育について

		エストニアとの交流による人材育成
事業はどの様な経緯で子どもたちの
エストニアへの短期留学へと繋がり
ましたか。

		昨年宇陀市が設置した公民連携まちづくりプラット
フォームの会員の方がエストニアの学びを体験する
ツアーに参加され「エストニアのアントレプレナー
シップ、いわゆる起業家精神教育は非常に優れてい
る、またオーガニック農業も盛んで自然が多いところ
や、都市の規模感も宇陀と親和性がある」というお話
をいただきました。その際、エストニアを拠点に人材
育成事業等を展開している会社（NextInnovation）
が日本の何処かの地方を拠点としてエストニアと日
本を繋ぎ、エストニアの教育を受ける環境を作りた
いと考えていることを聞きました。
エストニアは世界最先端のIT国家で、国内でも非常
に注目されています。今後必要になると思われるア
ントレプレナーシップ教育を全国に先駆けて宇陀
市で実施することにより、子どもたちが社会の変化
に対応して自分らしく生きていける力の育成を図
りたいと考えています。またこれからの時代、国際
的な視野を広げることも重要と考えて事業を展開
するに至りました。

		市内学校では支援が必要な児童生徒、不登校の児童
生徒が年々増加しています。その中でもしっかりと
勉強に取り組みたい子ども、自分の得意分野がある
けれど発揮できない子どもたち、個性を伸ばしてあ
げたいと思っている保護者の方々がおられます。
エストニアとの交流、コミュニティスクール設置、
学校適正化が進むこの時こそ、宇陀市独自の学校教
育の在り方を確立できる絶好の機会ではないかと
考えます。誰一人として取り残さない教育を軸に今
後の学校教育を考えていく必要があるのではない
でしょうか。お考えをお聞きします。

		教員の指示を待つだけの受け身の学習だけではな
く、自ら課題を見つけ、自ら学び考え、行動に移す
ことのできる力が求められています。アントレプレ
ナーシップ教育を推進することで子どもたちが得
意分野を見つけたり、隠された個性を伸ばしたりす
ることも可能ではないかと考えます。
今回の交流が特色ある教育内容を創造する大きな
チャンスと捉え、宇陀市として現在学校で行ってい
る指導内容との関連性を考慮しながら、宇陀市独自
の特色ある教育を推進していきたいと考えていま
す。

松浦 利久子
議員

092023.8.1



マーケティングについて

		市は民間のマーケティング手法を取
り入れて行政運営をしていますか。

	
	宇陀市においては、市が事業発案や
事業組み立てをする段階で、事業の

内容やスキームに関して民間事業者との対話を通
じて、新たな視点を得て事業をより良いものにする
ためサウンディング等の情報収集を行っています。
例えば、宿泊施設誘致調査に関しても、民間事業者
との対話による提案をいただいています。

		ターゲットにしている層に対して適切に情報は届
けられていますか。

		田舎暮らしや企業に関心のある方をターゲットに、全
国に先駆けてメタバースを用いた移住イベントを開催
し、イベント中は世界的にも注目されているChatGPT
を利用した移住に関するお悩み相談会を行いました。

 意見
移住体験施設の例を見る限り、市にはユーザー視
点、マーケティングの意識が希薄です。そのため、
そもそも事業があることが認識されていないとい
う根本的な問題があります。ユーザー視点に立った

事業構築を心がけてください。

児童生徒のメンタルヘルスについて

		新型コロナウイルス感染症が発生してから児童生
徒のメンタルヘルスを守るための取組は何かされ
ていますか。

		新型コロナウイルス感染症が発生してから、学校で
の感染拡大を防ぐため、国や県のガイドラインを踏
まえ、市としての感染症対策に係る方針を示し、各
学校で取組を推進できるようにしてきました。

		国立成育医療研究センターが令和３年に行った調査
によると小学校高学年、中学生の２割程度が中等以
上の鬱を発症している可能性があるとされています。
宇陀市内でも不登校等が増えていないでしょうか。

		小中学校の不登校児童・生徒は平成３０年度３３人だっ
たのに対して令和４年度では６８人と増えています。

 意見
２倍以上との数字に衝撃を受けています。コロナ対
策によるしわ寄せが数字に現れているのではない
でしょうか。コロナ対策も大切ですが、児童生徒の
メンタルヘルスを守ることを忘れてはなりません。

勝井 太郎
議員

知事交代による宇陀市と取り交わ
されている各種の協定書の今後の
扱いについて

	新知事による事業見直しが進められ
ているが、前知事と交わされた各事業
協定の中で、市内４地域に於ける県市
連携協定について奈良県や直接の窓

口である宇陀土木から新たな動きはありますか。

		平成２６年に県が創設した事業で、６月１２日の新
知事定例記者会見では「県と市町村とのまちづくり
に関する連携協定」は含まれておらず、県の出先事
務所を含め県関係部署からも協議の要請等はなく、
県市の担当レベルにおいては個別協定締結に向け
調整を進めています。

		市内４地域で進めています県市連携協定の進捗状況は。

		平成２７年の包括協定を締結後、基本構想の策定、
基本協定の締結を経て今年３月にまちづくり基本
計画の策定に至っています。地元の方々と連携しな
がら、賑わい創出に向け取り組んでいきます。

		特定農業振興ゾーンに関する協定における、伊那佐
東部地区、大宇陀政始北部地区に関する県、地区、
土地改良区ならびに宇陀市との４者協定の事業に

ついて、５年度は計画通りに進められていますか。

		現在、進めている事業計画は、農業用排水施設の更新
と整備、リモコン草刈りロボットの導入等、高収益作
物の生産拡大、生産性の向上に取り組んでいます。
奈良県令和５年度当初予算の執行査定の結果、予定
通り事業を遂行する事になっています。

公共事業における宇陀市土地開発公社の役割
と活用について

		土地開発公社の維持活用についてどのように検討
されていますか。

		経営の健全化により、借入金は現在ありません。公
社のメリットとして、土地所有者との交渉状況に応
じて、機動的・弾力的・タイミング良く事業用地を
取得でき、国庫補助金制度を活用して、有利に土地
を取得することも想定できます。

		将来への投資や投機ではなく、事業を効率よく進め
るため、積極的に土地開発公社の機能を活かした運
営を図っては。

		今後は、事業が円滑に進められるよう、宇陀市土地
開発公社に対して、適宜、事業用地の先行取得を依
頼したいと考えております。

上田  德
議員

10 2023.8.1



令和５年第2回定例会 議 案 と 結 果
付託先略称
即決：本会議即決
総務：総務産業常任委員会
福祉：福祉文教常任委員会
予算：予算審査特別委員会

日 月 火 水 木 金 土
9/1 2

3 4 5 6 7 8 9

本会議 本会議 常　任
（議案提案） （議案質疑） 委員会

10 11 12 13 14 15 16

常　任 決　算 決　算 予　算
委員会 委員会 委員会 委員会

17 18 19 20 21 22 23

本会議 本会議
（一般質問）（一般質問）

24 25 26 27 28 29 30

本会議 予備日
（討論・採決）

10：00開会（日程・時間等変更の場合があります）

次回９ 月定例会

６月議会初日（６月２日）、台風２
号と梅雨前線の影響で未明から終
日豪雨となりました。
河川は増水、道路や田畑の浸水が
宇陀市各地において発生しました。
職員、消防関係者の皆様には、昼夜
を問わず、市民の安心、安全の為に
ご尽力賜り誠に有難うございまし
た。また、被害を受けられた皆様に
心よりお見舞い申し上げます。

異常気象が加速する昨今、市と市民
が一丸となって更に防災力を高め
ていくことが重要課題と考えます。
議員一同もそのことを念頭に臨ん
でいく覚悟であります。
コロナウイルスは今後も流行を繰
り返すことが予想されることか
ら、感染対策は個人の判断に委ね
られますが、基本的な感染対策は
しっかりと行いましょう。

お詫びと訂正
令和５年７月発行の「みんなのギカイ」で、
井谷憲司監査委員の「ひとこと」の中での表記に誤りがございました。
誤→監査委員会　　正→監査委員　　お詫びして訂正いたします。

編 集 委 員 　西岡　宏泰

全会一致の議案等

付託先 件　名 結 果

即決 専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度宇陀市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）について） 原案承認

即決 専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度宇陀市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について） 原案承認

総務 宇陀市税条例の一部改正について 原案可決

予算 令和５年度宇陀市立病院事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

予算 令和５年度宇陀市水道事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

総務 工事請負契約の変更について（宇賀志防災拠点施設整備工事に係るもの） 原案可決

即決 宇陀市財産区管理委員の選任同意について
（令和５年７月７日任期満了に伴うもの） 同　意

即決 宇陀市財産区管理委員の選任同意について
（令和５年７月７日任期満了に伴うもの） 同　意

即決 宇陀市財産区管理委員の選任同意について
（令和５年７月７日任期満了に伴うもの） 同　意

ー 奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 札辻輝巳氏　１３票
徳野　衆氏　　１票
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令和５年度宇陀市一般会計補正予算（第３号）
について 予算 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

※議長のため表決権はありません

賛否が分かれた
議案の○×結果

［○賛成　×反対　△退席　▲除斥　－欠席］
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